
人口と世信
7月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.649人 (-91人)
[うち外国人917人]

男 65.928人(ー100人)
女 66.721人 (+9人)
・世帯 51.248世帯 (+441世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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g 震の谷津の生物定ぢ

措参 jレーペ(お持ちの方)

主催我孫子市

申し込み・固 電話で7月19日午前8時30分
から手賀漉1.内線465ヘ

白 谷津ミュージアム自然観察会

多様な自然環境が残っている谷津で、夏の

生物たちを観察してみませんか。

日時・集合場所 7月23日凶午前9時30分
中央学院高校正面玄関前に集合、 11時30分
現地解散予定(雨天の場合は、中央学院高校

内で毘虫について学習)

案内人 秋山信さん(中央学院高等学校教

諭)、同校生物部員

対象・定員 一般20人、小・中学生30人
(いずれも先着順)

参加費無料

包 あびこ自然観察隊

むミの羽化を a
みてみよう g

鳥の博物館友の会会員

定員先着48人(小学生は保護者同

伴)

措参懐中電灯、筆記用具、必要な

方は虫よけ

参加費無料

主催鳥の博物館

申し込み・圃電話で鳥の博物館8

7185-2212ヘ

手賀沼公園で「セミの羽化Jを観
察してみませんか。

やさしい自然解説で、小-中学生

から大人まで楽しめ、「しらぺ学習J
や自由研究にも役立つ観察会です。

日時・集合場所 7月30日出午後6
時30分までにアビスタ正面玄関前に
集合、 8閏ごろ解散予定(雨天中止)

説明員鳥の博物館市民スタッフ、

市民スタッフ)

対象小学生以上

参加費無料(入館料は一般300
円、高校・大学生200円、小-中
学生は夏休み期間中は無料)

申し込み不要

主催・固鳥の博物館ft7185・22
12 

貝告わttを
作ろう

ホタILと震の虫の鴫き声gB環境以ャー
包 工作教室

身近な材料で遊ぶ工作教室です。

貝殻の内側に鳥などの絵を描い

て、平安時代の遊びの貝合わせを

つくります。

日時 7月17日(日).27日側、 8月
7日但)・24日制.28日(日)いずれも
午前10時から正午
場所鳥の博物館

講師森元夏木さん(鳥の博物館

ネイチャーイン

が必要中学生は申し込

み時に保護者と連絡先を

お知らせください)

参加費無料

措参懐中電灯、雨具、長靴(蚊が多いので

手足が隠れる長めの服装でご参加を)

主催我孫子市環境レンジャー・我孫子市

申し込み・固電話で7月19日午前8時30分
から手賀沼諜・内線568ヘ
※当日の開催の有無は、午後5時からテレホン
サービスft0180-99-3173でお知らせします。

夜の観察会です。岡発戸・都部の谷津

「ホタjレ・アカガエルの里Jで、ホタjレの光
と夏の虫たちの鳴き声を楽しみませんか。

日時・集合場所 7月30日目午後7時阪東パ
ス湖北台10丁目バス停留所前集合、 8時30分
現地解散予定(小雨実施・荒天中止)

※湖北台10丁目バス停留所を経由するパスは、
天王台駅南口と湖北駅南口から運行しています。

※駐車場はありません。

案内人我孫子市環境レンジャー

定員先着50人(小学生以下は保護者の同伴

手賀沼房一自然と調和』じた

景観をめざしZ
屋外広告物に景観上の配慮

手
賞
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
(
我
孫

子
都
市
計
画
道
路
3
・
5
・
日
号
)

の
一
帯
は
、
手
賀
沼
や
斜
面
林
、
ハ

ケ
の
道
、
農
地
な
ど
が
続
き
、
我
孫

子
市
の
景
観
に
と
っ
て
重
要
な
地
区

で
す
。し
か
し
近
年
、
こ
の
地
区
は
市
街

化
区
域
を
中
心
に
、
多
く
の
商
業
施

設
の
立
地
も
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

景
観
条
例
の
特
定
地
区
に

こ
の
た
め
市
で
は
、
こ
の
地
区
を

ω年
1
月
に
我
孫
子
市
景
観
条
例
に

基
づ
く
「
特
定
地
区
」
(
※
参
照
)

に
定
め
、
景
観
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
商
業
施
設
や
集
合
住
宅

な
ど
の
建
築
物
と
広
告
物
に
対
し
て

届
出
制
度
を
設
け
、
景
観
に
関
す
る

助
一
冨
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
看
板
な
ど
の
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
設
置
位
置
を
地
盤
面
か
ら

m
m

以
下
に
し
た
り
、
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
自
然
色
に
近
い
色
を
使

っ
た
り
す
る
な
ど
、
形
態
や
色
彩
に

細
か
な
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

千
葉
県
も
景
観
保
全
型

広
告
整
備
地
区
に
指
定

こ
の
特
定
地
区
が
、
何
年
4
月
1

日
か
ら
千
葉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の

「景
観
保
全
型
広
告
整
備
地
区
」
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
整
備
地
区
は
、

良
好
な
景
観
を
保
つ
た
め
広
告
物
の

設
置
に
配
慮
が
必
要
な
区
域
を
県
が

指
定
す
る
も
の
で
、
指
定
は
成
田
市

に
次
い
で
2
番
目
で
す
。

な
お
、
市
内
に
お
け
る
屋
外
広
告

物
の
景
観
に
関
す
る
助
言
・
指
導
と
、

広
告
物
の
表
示
・
設
置
・
変
更
の
許

可
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
役
所
で

行
い
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8
、

道
路
課
・
内
線
5
3
2

人 ち会」酢手賀沼を誇れるし鳥が共存

※
特
定
地
区
一
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
ラ
イ
ン
の
う
ち
我
孫
子
市
呼

塚
新
田
地
先
(
柏
市
と
の
境
)

か
ら
我
孫
子
市
都
部
新
田
地
先

(
湖
北
台
と
の
境
)
ま
で
の
区

間
の
道
路
両
側
2
0
0
m
以
内

の
区
域

と

旧村川別荘と斜面紛自

関東の富士見100景に

特定地区にある旧村川堅固別

荘とその周辺の斜面緑地が、国

土突通省関東地方整情局による

「関東の富士見100景Jに選定
されました。
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+613.1% 

ω年
度

予
算
の
執
行
状
況

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め、

ω年
度
予
算
の
勢
付
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-ー-
一
般
会
計

川
田
空
度
一
般
会
計
予
算
は
、

3
5

6
億
7
5
6
3
万
円
で
し
た
が
、
実

際
の
収
入
は
3
6
0
億
3
0
7
1万

円
、
支
出
は
3
4
3
億
1
7
2
4万

円
に
な
り
ま
し
た
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
げ

億
1
3
4
7
万
円
の
う
ち
、

4
億
6

1
2
9万
円
は
回
年
度
へ
の
繰
越
事

業
の
財
源
に
充
て
、
ロ
億
5
2
1
8

万
円
が
繰
越
金
と
し
て
回
年
度
予
算

の
収
人
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
川
四
年
度
の
収
入
(
市
債
)

と
支
出
(
公
債
費
)
に
は
、
ば
山
・
M

四

年
度
に
国
の
減
税
策
で
減
額
と
な
っ

た
市
税
を
補
、
つ
た
め
に
借
り
入
れ
た

減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
分
担
億

7
6
5
0
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

た
め
、
名
目
上
総
額
が
増
加
し
て
い

ま
す
。左
表
で
前
杢
度
に
比
べ
て
増
減
率

+5.7% 

が
大
き
い
も
の
の
主
な
理
由
は
次
の

と
お
り
で
す
。

収

入

繰
入
金

(
6
1
3
・1
%増
)

小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
や
近
隣

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
古
利
根
沼
の
取

得
、
天
王
台
地
区
排
水
対
策
な
ど
以

前
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

や
線
の
基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
に

繰
り
入
れ
た
た
め
増
。

地
方
揺
与
税
(
鎚
・

1
%増
)

国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
で
、

公
立
保
育
園
運
営
費
負
担
金
の
廃
止

等
に
伴
λ
貌
源
移
譲
(
暫
白
鳥
措
置
)

と
し
て
所
得
譲
与
2
億
1
3
8
0
万

円
が
固
か
ら
譲
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
増
。支

出

土
木
費
(
日
・

6
%増
)

+10.8% 

-10.2% 

-13.3% 

-0.2% 

-5.1% 

+68.1% 

古
利
根
沼
の
取
得
や
天
王
台
地
区

(
泉
・
並
木
地
区
)
の
排
水
対
策
整
備
、

湖
北
駅
北
口
線
の
整
備
な
ど
を
進
め

た
こ
と
に
よ
り
増
。

教
育
費

(
5
・4
%増
)

布
佐
小
学
校
と
湖
北
台
中
学
校
の

耐
震
補
強
等
の
大
規
模
改
修
工
事
、

市
民
体
育
館
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ア

リ
ー
ナ
の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
増
。

市
債
と
債
務
負
担

市
債
は
、
施
設
整
備
や
用
地
取
得

な
ど
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
財
務

省
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
、
民
間
金

融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
借
金

で
す
。
古
利
根
沼
の
取
得
の
た
め
に

発
行
し
た
「
オ
オ
パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民

債
」
も
市
債
の
一
つ
で
す
。

一
般
会
計
の

ω年
度
末
の
市
債
残

高
は

2
5
5
億
5
7
2
4
万
円
で
す
。

債
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が
数
年

に
わ
た
る
工
事
の
一
括
契
約
や
、
土

地
や
建
物
の
分
割
購
入
な
ど
将
来
に

わ
た
る
支
払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
、

但
年
度
末
の
債
務
負
担
行
為
未
払
い

残
高
は
、
お
億
6
3
0
2
万
円
で
す
。

基

金

基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

資
金
を
積
み
立
て
、
運
用
す
る
も
の

で
す
。ω年
度
末
現
在
の
積
立
額
は
、
左

衰
の
と
お
り
で
す
。

+5.4% 

-6.1% 

-1.1% 

0.0% 

+1.5% 

v基金の04年度末積立額

財政調整基金 13億2筑lO万円 社会福祉事業基金 2億43∞万円
滅償基金 9億40∞万円 緑の基金 1億17∞万円
庁舎増築基金 2億1100万円 スポーツ接興基金 12∞万円
国際交流基金 47∞万円 清得工場建設基金 5億33∞万円
ふるさと手賞沼ふれ

73∞万円
細線複線他償基金 97∞万円

あい計画推進基金 めるへん文庫基金 842万円

※財政調整基金・年度聞の財源の不均衡を調整するための積立金
※滅債基金・・市債の返済のための積立金

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け

る
会
計
で
す
。
特
別
会
計
の
市
債
残

支出

民生費

総務費

土木費

教育費

衛生費

公債費

消防費

議会費
農林
水産業費

商工費

合計

特
別
会
計

+0.8% 

巴型

+囲

+11.6% 

高
は
合
計
1
5
5
億
3
5
4
8
万
円

で
す
。
(
左
表
参
照
)

...04年度特別会計の状況
区分 収入額 支出額

国民健康保険事業 90億6607万円 90億1ω0万円
土地区画監理事業 9082万円 H泌9万円
公共下水道$費量 32億8580万円 30億3713万円
手賀沼浄化司E費量 1億2435万円 1億0600万円
老人保健 73億1878万円 72健9叩6万円
公共用地取得$費量 7487万円 7487万円
介護保険 42億8341万円 42億3960万円
dEb2 h 計 242億4410万円237億7925万円

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
は
公
営
企
業
と
し
て
独

立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
四
年
度
の
事
業
収
支
は

2
億
8
3

3
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
の
主
な
内
容
は
、
妻

子
原
浄
水
場
電
気
計
装
設
備
更
新
工

事
や
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え

工
事
と
企
業
債
の
返
済
な
ど
で
す
。

ま
た
、
水
道
企
業
債
残
高
は
お
億

3
9
1
2万
円
で
す
。

な
お
、
資
本
的
収
支
の
不
足
額
は
、

減
価
償
却
費
な
ど
を
積
み
立
て
た
内

部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

(
左
表
参
照
)

...04年度水道事業会計の状況

。事業経営に係わる事業収支

水道事業収益|水道事業費用| 差し引き

27億0242万円124億9409万円12憶叩お万円

圃

財
政
主E
当

内

琴0水道施設建設に係わる資本的収支
d I 資本的収入 |資本的支出| 差し引き
2億1164万円19億5印8万円|ー7憧4444万円

水道局保有の

を

円に転換しました

金預
4I~ 

貝外

6
月
お
日
に
円
に
転
換

水
道
局
保
有
の
米
ド
ル
を
6
月

m

日
、
為
替
交
換
レ
I
ト
1
U
S
ド
ル

1
1
0
・
0
0
円
で
円
に
転
換
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、

1
5
3
4
万
2

2
0
5
円
の
為
賛
差
損
が
発
生
し
ま

し
た
。
転
換
し
た
資
金
は
、
今
回
の

ペ
イ
オ
フ
で
元
本
が
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
決
済
用
普
通
預
金
で
保

管
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
円
に
転
換
し
た
主
な

理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
こ
の

3
年
間
、
為
替
差
損
は
拡
大

し
て
お
り
、
今
後
、
損
失
が
生
じ
な

い
1
ド
ル
1
3
1
円
に
な
る
こ
と
を

想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。

②
侃
年
4
月
1
日
の
ペ
イ
オ
フ
全
面

解
禁
で
は
、
元
本
が
保
護
さ
れ
る
決

済
用
預
金
が
で
き
た
こ
と
。

③
外
貨
建
て
預
金
は
、
違
法
な
資
金

運
用
で
あ
り
、
ペ
イ
オ
フ
で
の
保
護

も
な
い
こ
と
。

発
生
し
た
損
失
の
責
任
は

地
方
公
営
企
業
に
基
づ
い
て
水
道

事
業
管
理
者
は
、
水
道
事
業
の
執
行

に
関
し
、
市
長
に
代
わ
っ
て
最
終
的

な
権
限
と
責
任
を
持
ち
ま
す
。
市
長

は
、
水
道
事
業
の
執
行
に
直
接
関
わ

り
ま
せ
ん
が
、
管
理
者
に
職
務
上
の

義
務
違
反
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

は
、
罷
免
又
は
懲
戒
処
分
す
る
立
場

に
あ
り
ま
す
。

前
水
道
事
業
管
理
者
は
、
外
貨
預

金
が
リ
ス
ク
を
伴
、
つ
こ
と
を
十
分
認

識
し
て
い
な
が
ら
、
ド
ル
お
よ
び
ユ

ー
ロ
建
て
外
貨
預
金
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
資
金
の
「
最
も
確
実
か
っ

有
利
な
方
法
」
に
よ
る
保
管
を
義
務

付
け
て
い
る
地
方
公
営
企
業
法
施
行

令
第
辺
条
の
6
の
規
定
に
違
反
し
ま

す
。
ま
た
、
監
査
委
員
か
ら
指
摘
を

受
け
て
も
、
当
初
は
こ
れ
を
受
け
入

れ
ず
、
市
長
に
も
報
告
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
監
査
委
員
も
同
席

し
て
市
長
と
協
議
し
、
新
た
な
外
貨

預
金
は
行
わ
ず
、
議
会
で
可
決
さ
れ

た
但
年
度
水
道
事
業
予
算
の
叩
億
円

の
有
価
証
券
取
得
(
外
国
債
券
)
も

凍
結
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
差
損
が
生
じ
な
い
状
況
を
持
っ

て
円
転
す
る
方
針
と
し
て
、
直
ち
に

不
適
正
な
資
金
管
理
を
是
正
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

一
方
、
市
長
は
こ
れ
ら
を
知
り
得

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
道
事
業
管

理
者
に
対
す
る
適
切
な
監
督
を
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
市
長
は
、
民

法
第
7
0
9
条
(
不
法
行
為
)
に
よ

り
、
自
ら
と
前
水
道
事
業
管
理
者
に

賠
箆
菜
を
行
い
ま
し
た
。

損
害
賠
償
額
は
、
今
回
の
ド
ル
円

転
で
発
生
し
た
為
替
差
損
額
1
5
3

4
万
2
2
0
5
円
か
ら、

ω年
9
月

U
A
日
に
ユ

I
ロ
建
て
外
貨
預
金
を
円

転
し
た
際
に
発
生
し
た
為
替
差
益
額

4
3
1
万
8
3
6
4
円
を
差
し
引
い

た
1
1
0
2万
3
8
4
1
円
と
し
ま

し
た
。
賠
償
額
は
す
で
に
全
額
、
ま

ず
市
長
か
ら
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
後
、
両
氏
の
聞
で
負
担
割
合
が
協

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
再
発
防
止
策

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
た
い
へ
ん

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
は
次
の
よ
う
な
再
発
防
止
策
を
一
進

め
て
い
き
ま
す
。

①
監
査
委
員
か
ら
重
要
な
指
摘
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
対
応
策
を
含
め
、

市
長
並
び
に
市
議
会
に
速
や
か
に
報

告
す
る
。

②
適
切
な
法
解
釈
を
行
え
る
よ
う
市

職
員
の
法
務
能
力
を
高
め
る
研
修
を

さ
ら
に
強
化
す
る
。

圃
我
孫
子
市
水
道
局
経
営
管
理
課

宮

7
1
8
4
・
0
1
1
4

外貨預金保有と円転までの経過
水道局は、政府がぺイオフ解禁を公金保護のないまま02年4月から行う

ことを明言したことを受け、今後の資金智里を検討した結果、外国債券の

取得を含めた資金分散を進めることを決め、その準備として01年12月に
米ドル、 02年1月にユーロをそれぞれ1億円相当額購入しました。

これに対して、 02年1月に市監査委員から、為替リスクを伴う外貨預金

は不適正な資金管重である旨の指摘を受けました。この指摘を受け、 02

年6月27日、①「新たな外貨預金は行わないJ(v i保有外貨預金は損失が
でない状況で円転するJという方針を決定しました。
その後、ユーロ建て預金を02年9月24日に円転しましたが、 ドル建て
預金は円高力嘘行し、円転できない状況カ鴇きました。このため、 05年2
月4日に今後の新たな対応方針を決め、①「本年6月末日を期限として円

転するJ①「為替差損が確定した場合は、責任を有する者に損失補てんを
求め、水道料金等では補てんしないJ@ iぺイオフ解禁に対応し、現金は
今回設けられた元本が保護される預金等で保管するJとしました。 05年4
月1日にぺイオフが解禁され、 05年6月29日に円転しました。

市役所の電話番号宮7185-1111

V一般会計予算の対前年度比較

収入 | 04年度 | 
|| 

市 税1 12LEZ2?主目
市 債1 2S駐留鍔目
臨支出金| ||お街2言語
繰入金卜1 12zgzzE 
交付金ト一一「| 15隻6800万円

L一一一一_]J 国 1454万円
繰越金ト一一----l， ~~箆3349万円

L--__J  帽 8424万円

地方交付税ト一一~ ~~箆8067万円
L_____j 帽 7759万円

県支出金卜寸 ii寝滋鍔目
地方糊交付金ト----l， ~笠7083万円

L___j 聴 1235万円
地方議与税ト「| 5翠8859万円

I I I 傭 10万円

使用料・手側トイ 議233Z目 +4.3% 

組合負担金hl :寝3732Z目 +11.2% 

その他い寸 議2322語 、、 -44.5%

合 計1 373電話弘主EIh+14.7% 
車交付金は、地方消期・自動車鵬税・利子割・株式調獅鮪など書交付金の合計

謀その他は、財産似・寄付金・諸収入の合計

接合計と、市信・公賃貸は情り換え分を除〈実質穏

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。は「あぴこ楽校jの事業です。
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職
種
・
資
格
下
表
参
照

受
験
の
手
続
き
所
定
の
試
験
申
込

書
(
総
務
課
、
各
消
防
署
、
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に
、

無
帽
で
最
近
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
(
縦
必
醐
×
横
お
醐
)
を

貼
品
川
し
総
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※
試
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、

A
4
判
の
返
信
用
封
筒
(
あ

て
先
を
明
記
し
1
2
0
円
切
手
を
貼

付
)
を
同
封
し
、
外
封
筒
に
希
望
職

種
を
朱
書
き
の
上
総
務
課
へ
。

郵
送
先
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2
市

役
所
総
務
課
(
住
所
省
略
可
)

申
込
期
間

8
月
1
日
聞
か
ら
ロ
日

働
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
(
土

.
日
曜
日
を
除
く
)

※
郵
送
に
よ
る
試
験
の
申
し
込
み
は
、

8
月
ロ
日
消
印
有
効
。

.. 
ti 怠

計画検討委員会が

地区計画の案を申し出

布佐南まちづくり
布
佐
南
ま
ち
づ
く
り
計
画
検
討
委

員
会
は
、

「文
化
が
香
る
緑
豊
か

な
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
布

佐
南
」
を
地
区
の
目
標
と
し
た
地
区

計
画
の
方
針
を
策
定
し
、

6
月
M
日

に
申
出
番
と
し
て
福
嶋
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
(
写
真
)

同
委
員
会
は
、
住
民
・
地
権
者
で

構
成
さ
れ
、

ω年
4
月
に
発
足
し
、

日
回
の
委
員
会
、

2
回
の
説
明
会
な

第
一
次
試
験
日
・
場
所

側
、
白
山
中
学
校

※
市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
7
4ロ

2
u
一
¥
¥

9
月
四
日

若
者
宅

-nF門
司
・

ω
E
W
0・
n
y
F
ω
-

』
℃
¥
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

圃
総
務
課
・
内
線
2
3
2

受験資格

日制年4月2日以降に生まれた方
1975年4月2日以降生まれで、大学院
俸士課程修了以上で発達心理学を専攻し
た方、または2(腕年3月31日までに
俸了見込みの方、もしくは大学で発達心
理学課程を俸了し、卒業後5年以上障害
児療育に関する業務に従事された方

1975年4月2日以降生まれで、精神保
健福祉士の資格または祉会福祉士の資格
を有する方、もしくは2∞6年3月31
日までにいずれかの資格取得見込みの方

1975年4月2日以降生まれで、保育
士の資格を有する方、または2C腕年
3月31日までに資格取得見込みの方
1975年4月2日以降生まれで、歯科衛
生士の免許を有する方、または2006
年3月31日までに免許取得見込みの方

1980年4月2日以降に生まれた方

V採用職種と受験資格
職 種 予定数
ー般行政職(事務轟) 2人

1人
福祉総合職
(心理)

ど
を
開
催
し
て
、
地
区
の
特
性
に
応

じ
た
地
区
計
画
の
方
針
の
策
定
作
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地
区
計
画
の
案
の
申
出
制
度
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
と
し
て

は
、
千
葉
県
内
で
初
め
て
で
す
。

今
後
、
市
で
は
、
地
区
計
画
の
方

針
(
申
出
番
)
を
も
と
に
、
市
街
化

区
域
編
入
と
合
わ
せ
地
区
計
画
の
都

市
計
画
決
定
手
続
き
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
9
3

2人

2人

1人

消防士 2人
(救急救命士を含む)

福祉総合職
(精神保健福祉士・
祉鋪祉士)

士

歯科衛生士

育保

市民体育館!こ

自動体外式除細動器

(AE 0)を設置

市
民
体
育
館
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器

(
A
E
D
)
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器
は
、

運
動
中
の
心
停
止
者
に
対
し
速
や
か

に
対
応
で
き
る
機
器
で
、
コ
ン
ピ
ュ

「
あ
び
こ
楽
校
協
議
会
」
の
委
員
を
募
集

市
で
は
、

「
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議

会
」
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
の
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
組
織
で
、
公
募
委
員
の

ほ
か
、
学
校
・
市
民
団
体
の
代
表
者

や
学
識
経
験
者
、
市
職
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
経
験
を
市
の
生
涯
学
習

の
推
進
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
若
干
名

お
も
な
職
務
市
の
生
涯
学
習
関
連

事
業
の
総
合
調
整
、
生
涯
学
習
振
興

の
シ
ン
ボ
ル
的
・
先
導
的
事
業
(
生

、
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
生
涯
学

習
出
前
講
座
な
ど
)
の
推
進
ほ
か

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方
(
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
)

任

期

日
月
1
日
か
ら
2
年
間
(
会

議
は
主
に
平
日
の
夜
間
、
月
1
固
か

ら
2
回
)

選
考
方
法
レ
ポ
ー
ト
、
面
接

報
償

1
回
に
つ
き
2
0
0
0
円

(
表
通
費
な
ど
の
支
給
は
な
し
)

申
し
込
み

所
定
の
応
募
用
紙
(
ア

ピ
ス
夕
、
各
図
書
館
・
公
民
館
・
近

隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、

「生
涯
学
習
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
「
生
涯
学
習
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
の
い
ず
れ
か
を
テ
ー

マ
に
8
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、

8

月
2
日
必
着
で
一
T
2
7
O
l
l
l
4

7
若
松
山
却
の
4
ア
ピ
ス
タ
内
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
推
進
室
へ
郵
送
ま
た

は
持
委

圃
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
室

宮

7
1
8
2
・
0
6
2
2

ー
タ
に
よ
っ
て
、
傷
病
者
の
心
臓
の

リ
ズ
ム
を
自
動
的
に
調
べ
て
、
除
細

動
が
必
要
か
ど
h
?か
を
自
動
的
に
決

定
し
、
ど
う
い
う
操
作
を
す
べ
き
か

を
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
具
体
的
に
指

示
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。nυ 「EA

 
器齢制糊式外体齢制白国企

自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
操
作
は
、

消
防
署
の
講
習
会
を
受
講
し
た
体
育

課
職
員
(
嘱
託
職
員
含
む
)
が
対
応

し
ま
す
が
、
今
後
、
体
育
指
導
委
員
、

体
育
協
会
員
も
講
習
を
受
講
し
、
操

作
で
き
る
職
員
な
ど
を
増
や
し
て
行

き
ま
す
。

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

第9回景観賞募集

美しい医[黒

のませれか

日
常
の
中
で
、
感
動
し
た
り
、
心

が
安
ら
い
だ
り
し
た
風
景
。

「ま
ち

の
風
景
を
よ
く
し
よ
う
」「
我
孫
子

ら
し
い
風
景
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と

市

民

体

育

館

施
設
の
一
部
を
閉
鎖

市
民
体
育
館
で
は
、

8
月
2
日

ω

か
ら
4
日
同
ま
で
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

「な
ぎ
な
た
競
技
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
開
催
に
伴
い
、
大

会
の
準
備
や
施
設
の
点
検
の
た
め
、

一
部
施
設
を
閉
鎖
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

閉
鎖
施
設
と
閉
鎖
期
間
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
武
道

場
、
会
議
室
:
・7
月
お
日

ωか
ら
8

月
7
日
側
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
:
・7
月

お
日

ωか
ら
8
月
比
日
側
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
野
球
場

;
7月
旦
日
側
か

ら
8
月
5
日
樹
、
窓
口
業
務
:
・
8
月

2
日

ωか
ら
4
日
同

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

月

J

・
ゥ

'
F
b
F
b
F
b

活
動
し
て
い
る
方
や
、
お
し
ゃ
れ
な

家
・
庭
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

対
象

①
市
内
に
あ
る
建
築
(
モ
ニ

ユ
メ
ン
ト
や
看
板
も
含
む
)
②
市

内
に
あ
る
緑
地
や
水
辺
③
風
景
を

守
り
、
育
て
る
活
動
を
し
て
い
る
ひ

と
・
グ
ル
ー
プ
④
個
人
の
家
や
庭

※
い
ず
れ
も
、
法
令
(
地
区
計
画
な

ど
)
違
反
が
な
い
こ
と
。

表
彰

景
観
賞
、
景
観
奨
励
賞
、
景

観
住
宅
賞
(
選
考
結
果
は
ロ
月
号
の

広
報
あ
ぴ
こ
で
発
表
予
定
)

応
募
方
法
応
募
用
紙
(
都
市
計
画

課
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
-

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
行
政
連
絡
所
、
ア

ピ
ス
タ
に
用
意
ま
た
は
市
の
ホ
l
ム

ペ
I
ジ
に
掲
載
)
に
必
要
事
項
を
明

記
の
h
?え
写
真
を
添
付
し
、

8
月
担

日
消
印
有
効
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9

2
市
役
所
都
市
計
画
課
(
住
所
省
略

可
)
へ

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8

児童扶養手当 現況屈をお忘れなく
8月1日から受け付け

国民年金保険料の
納付が困難な方ヘ

措参現況届、児童扶養手当証書、届け出の印鑑

05年1月2日以降に転入された方は05年度の所得

証明書(前住所地の市区町村で発行)、その他の必

要書類

※所得が未申告の方は、受け付けできませんので必

ず申告をしてください。

。認定事項巴変更があっ定場合I~、すぐ届け出を

受給資格がなくなった、住所力唆わったなど、認

定事項に変更があった場合は、速やかに届け出てく

ださい。また、手当の認定請求をしていない母子家

庭の方は、要件がありますのでご相談ください。

固保育課・内線347

「児童扶養手当Jを受けている方は、毎年8月に現
況届を提出することになっています。

対象の世帯には7月末日までに届け蓄を郵送しま
すので、期限内に必ず提出してください。

届け出がないと、 8月分以降の手当が受けられま

せん。また、 2年以上届け出がないと、手当を受け
る権利力、なくなります。

日時 8月1日聞から31日制午前8時30分から午

後5時(土・日曜日を除く)

場所保育諜(市役所西別館2階)

※各行政サービスセンター、行政連絡所では受け付

けできませんのでご注意ください。

。保険料の免除制度

保険料の全額が免除される「全額免除Jと、保険料の半額
が免除される「半額免除Jがあります。いずれも一定の基準
に該当した場合に認められます。免除承認を受けるためには、

市の国保年金諜の窓口で手続きが必要です。すでに、 1年分

の免除草認を受けている方も申請手続き力糠です。

。若年蓄の納付廼予

05年4月から 「若年者納付譜予制度Jが始まりました。
若年者 (30歳未満)で納付困難な方が対象(本人と配偶者

の所得要件有り)となります。

詳しくは、国保年金謀へお問いわせください。

申請場所・固 国保年金課・内線326

ζ剃踊ceeぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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夏の夜空を彩る1万4000発

沼
会
和
夫
桁午出

手
花火

-ー

-

我
孫
子
市
と
柏
市
の
2
市
合
同
で
、

手
賀
沼
花
火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
か
ら
打
ち
上
げ
場
所
が
1
カ

所
に
な
り
ま
す
。
(
下
回
参
照
)

日
時

8
月
6
日
出
午
後
7
時
か
ら

8
時
却
分
(
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

8
月
7
日
倒
・
初
日
出
に
順
延
)

※
究
通
規
制
が
会
場
周
辺
で
午
後
6

時
か
ら
9
時
、
八
坂
神
社
か
ら
会
場

は
午
後
6
時
か
ら
9
時
却
分
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。
(
下
図
参
照
)

※
我
孫
子
駅
南
口
発
の
阪
東
パ
ス
は
、

午
後
4
時
加
分
以
降
第
一
小
学
校
経

由
に
な
り
ま
す
。

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
8

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
0
1

8
0
・

ω
・
3
2
1
5
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

圃
手
賀
沼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1
、
市
商
工

観
光
課
・
内
線
5
0
4

当防空
か裏
れお
むお
三島点、γ
暢 dう

ト

.. 
ti 怠

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
中
心
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

7
月
幻
自
国
①
午
前
日
時
間

潰
、
②
午
後
2
時
開
演

(
2
回
公
演
)

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

曲
目
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ

第 1145号

ト
ム
ジ
I
ク
(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、

と
な
り
の
ト
ト
ロ
(
久
石
譲
)
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
5
番
(
ブ
ラ
I
ム

ス
)
、
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
ほ
か

出
演
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ィ
ベ
ル

タ
l
ズ
写
真
)

入
場
料
一
般
券
1
0
0
0
円
(
小

学
生
以
下
を
含
む
)
、
親
子
券
1
5

0
0
円
(
全
自
由
席
)

※
親
子
券
は
大
人
1
人
と
小
学
生
以

下
1
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
3
歳
以
下
で
席
を
必
要
と
し
な
い

場
合
は
、
入
場
券
は
不
要
で
す
。

入
場
券
販
売
所
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我

孫
子
庖
、
荒
井
害
庖
、
東
京
事
務
器
、

写
真
の
お
ち
あ
い

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

-
ア
ビ
ス
タ
は
臨
時
休
館

ア
ピ
ス
タ
は
、
花
火
大
会
開
催
日

の
午
後
3
時
か
ら
臨
時
休
館
し
ま
す
。

駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

圃
ア
ピ
ス
タ
宮
7
1
8
2
・
0
5

-
公開録画と
中島瞥江 .庁主ZJ幽
トークショー清J

日
時
・
場
所

9
月
4
日
倒
午
後
1

時
却
分
開
演
、
市
民
会
館

内
容

①
「
槽
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
公
開
録
画

テ
l
マ

「元
気
作
り
は
暮
ら
し
の
中

の
運
動
か
ら
」

講
師
:
・武
井
正
子

さ
ん
(
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
)
、

ゲ
ス
ト
仁
川
河
島
啓
江
さ
ん
(
歌
手
)

②
中
島
啓
江
ト
I
ク
シ
ョ

I

テ
ー

マ
「
こ
の
掛
恥
に
生
ま
れ
て
」
(ア

.
カ
ペ
ラ
で
の
歌
声
の
披
露
も
あ
り
)

戦
後

ω周
年
記
念
平
和
事
業

戦
争
資
料
展
戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
達
ヘ

f
r
o
m
あ
び
こ

1
9
3
1
(昭
和
6
)
年
の
満
州

事
変
か
ら
始
ま
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
帯
で
日
年
間
続
い
た
戦
争
は
、

広
島
と
長
崎
へ
の
原
子
爆
弾
の
投
下

か
ら
間
も
な
く
、
日
本
の
無
条
件
降

伏
と
い
う
形
で
終
わ
り
ま
し
た
。

戦
争
中
の
で
き
ご
と
や
当
時
の
生

活
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
戦
争

の
記
録
ヤ
鮒
克
明
の
弾
筒
、
日
の
丸

ず
き
ん

の
寄
せ
書
き
、
防
空
頭
巾
、
写
真
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
世
界
の
各
地
で
今
も
続
い

て
い
る
紛
争
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
紛
争
マ
ッ
プ
や
紛
争
地
の
子
ど

も
た
ち
の
写
真
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

7
月
旦
日
佃
か
ら
8

入
場
料
無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場

整
理
券
は
、

7
月
四
日

ωか
ら
介
護

支
援
謀
(
西
別
館
3
階
)
、
ア
ピ
ス

夕
、
湖
北
台
・
布
佐
行
政
ザ
l
ピ
ス

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。
窓
口
で

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
(
代
表
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
入
場

希
望
者
数
)
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方
は
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
(
必
要
事
項

を
明
記
)
で
介
護
支
援
課
・
内
線
4

1
3
m
7
1
8
6
・
3
3
2
2
へ。

※
配
布
は
定
員
に
な
り
次
第
終
了
。

※
未
就
学
児
の
同
伴
は
不
可
。

※
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

当
事
業
の
連
絡
の
ほ
か
、
番
組
や
イ

ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信
料
の
お
願

い
に
使
用
し
ま
す
。

主
催

N
H
K千
葉
放
送
局
、

N
H

K
厚
生
文
化
事
業
団
、
我
孫
子
市

圃

N
H
K
千
葉
放
送
局
宮
0
4
3

・
2
2
7
・
7
3
1
1
、
市
介
護
支

援
課
・
内
線
4
1
3

月
お
日
制
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時、

市
民
会
館
(
月
晦
日
は
休
館
)

入
場
料
無
料

1圃主
4 催
2 企
6画我

翠季
室市
笠置
7 
1 
8 
5 

戦中・戦後の料理情報を募集
戦中・戦後の厳しい食糧事情のなか、どのよ

うなものを食べていたのかを子どもたちに伝え

るため、当時食べていたものについての情報を

募集します。必要に応じて聞き取りも行います。

ご応募いただいた中から再現する料理を選ぴ、

10月22日凶に試食会を行います。
対象市内在住・在勤で戦中・戦後の体験者

応募方法郵送、ファクス、 Eメールのいずれ
かで、料理の内容(分かれば材料の分量や作り

方も)、住所、氏名、年齢を明記し、7月31日

必着で〒270・1192市役所企画調整担当(住所

省略可)開7183・0066Eメール|くiIくalくu@
city.abilくo.chiba.jpヘ
因企画調整担当n7185・1426

手
賀
沼
の
夏
を
親
子
で
楽
し
も
う
!

ーーー・・圃圃圃ー
圃圃圃同

一S
L
乙
し
シ
少
サ
イ
ク
凡

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
夏
休
み

に
あ
わ
せ
て
ミ
ニ

S
L
と
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
を
営
業
し
ま
す
。

営
業
日

7
月
日
日
出
か
ら
8
月
白

日
制
ま
で
の
月
曜
日
を
除
く
毎
日

(
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
休
業
)

※
7
月
四
日
鯛
は
営
業
し
、
四
日

ω

が
休
業
日
に
な
り
ま
す
。

。
ミ
ニ

S
L

営
業
時
間
午
前
9
時
却
分
か
ら
午

後
5
時

場
所
手
賀
沼
公
園

料
金

2
周
2
0
0
円

。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

営
業
時
間
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
(
貸
し
出
し
は
午
後
4
時
ま
で
)

貸
出
場
所

手
賀
沼
公
園
、
サ
イ
ク

ル
パ
l
ク
我
孫
子
商
、
同
天
王
台
南
、

烏
の
博
物
館
、
道
の
駅
し
よ
う
な
ん
、

柏
市
中
央
体
育
館
(
返
却
は
ど
こ
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
可
)

料
金
大
人
3
0
0
円
、
小
学
生
以

下
1
0
0
円

圃
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
告
7
1
8
3

・
1
1
3
0
(
土
・
日
・
月
曜
日
と

祝
日
は
お
休
み
)
、
商
工
観
光
課
・

内
線
5
0
5

あなたの平和への願いを折り鶴に
被爆60周年「平和祈念の折り鶴jにご協力を

※千羽鶴に束ねるため、折り鶴は広げず

にご提供ください。まとめてご提供いた

だける際は、ヒモなどに通してください。

募集期限 8月10日制

提供箱(袋)設置場所市民謀、生活支援

諜(西別館2階)、各行政サービスセン
ター・近隣センター、教育委員会、アビ

ス夕、市民プラザ、老人福祉センターつ

つじ荘、西部福祉センター、身体障害者

福祉センター、保健センター、湖北地区

公民館、図書館湖北台分館・布佐分館

園生活支援果・内線377

市では、我諌子市原爆被爆者の会との

共催で、毎年8月に平和記念式典を開催

していますが、今年は被爆60周年の節

目となるため、市民の皆さんへ「折り鶴

づくりJを呼びかけることにしました。
ご提供いただいた折り鶴は、原爆写真

展での展示や平和記念式典会場となる

「平和の記念碑Jの飾りなどに活用します。
折り鶴は、市の主な公共施設に設置さ

れている提供箱(袋)に入れてください。

※色紙でなくても結構ですが、1辺10cm

'" 15cmの用紙を使ってくださL)0 

主催我弼子市教育委員会

申し込み・固電話またはEメール(氏
名、学校名・学年、電話番号を明記)で、

7月19日午前8時30分から視聴覚ラ
イブラリー(教育委員会社会教育諜)n 
7185・1602Eメールsyakailくyouilくu@
city.abilくo.chiba.jpヘ

今年4月以降に購入した16ミリフィ

ルム(アニメ作品)を上映します。

日時・場所 7月27日制午前10聞か

ら11時30分、高野山小学校地域安流

教室(参加無料)

内容 「ぽくがおじいちゃんでおじいちゃ

んがぼくJ(32分)iよーいドン!J (18 
分)iじごくのそうぺえJ(16分)i忍た
ま乱太郎のがんばるしかないさJ(10分)

対象・定員小・中学生、先着25人

※地域安流教室には駐車場はありません。

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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畠近なとり.び 2作品と参加者を募集

百万ジダサシ
(チドリ目カモメ科)

田
植
え
の
始
ま
る
こ
ろ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
赤
道
付
近
の
南
の
固
か

ら
夏
烏
と
し
て
渡
来
し
、
広
い
河
川

や
湖
沼
、
海
岸
、
砂
州
な
ど
で
繁
殖

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
埋
め
立
て

地
や
造
成
地
と
し
て
開
発
さ
れ
や
す

く
、
繁
殖
地
を
追
わ
れ
た
コ
ア
ジ
サ

シ
の
生
息
数
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す。
手
賀
沼
に
は
毎
年
飛
来
し
、
水

上
を
ゆ
っ
く
り
と
飛
ぴ
、
水
面
の

小
魚
を
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
捕
ま
え

る
様
子
や
杭
の
上
で
羽
を
休
め
る

姿
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

手
賀
沼
遊
歩
道
を
散
策
す
る
と

き
に
、
水
上
を
舞
う
コ
ア
ジ
サ
シ

の
姿
を
見
か
け
た
ら
、
い
よ
い
よ

夏
の
到
来
で
す
。

市民文イヒ祭

10月8日凶から11月23日腕まで開催される市

民文化祭の作品と参加者を下表のとおり募集します。

応募締め切り 8月5日(手工芸は7月30日、絵画

は9月2目、北部地域文化祭は9月7目、短歌は9

月10目、俳句は9月23日)(いずれも必着)

※日程や会場の都合により、各部門とも定数になり

次第締め切りとなります。

※作品には住所、氏名、電話番号を明記してください。

主催我弼子市教育委員会

圏各申込先ヘ

手工芸

昌彦さん(鳥の博物館友の会)

夏芽(鳥の博物館)

写真安野
文寺田

菊花

※
公
演
終
了
後
に
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
貯
金
箱
や
カ
ラ
I
ペ
ン
な

ど
の
お
み
や
げ
が
あ
り
ま
す
。

定
昼
間
先
着
1
0
0
0人

主
催
我
孫
子
市

申
し
込
み

不
要
(
当
日
会
場
へ
)

圃
交
通
整
備
課
・
内
線
3
3
0

内場日
容所時

7
月
M
A
日
側
午
前
回
時
開
演

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

求
通
安
全
の
お
話
、
交
通
安

全
劇

「ト
マ
レ
ち
ゃ
ん
の
ス
ト
ッ
プ

作
戦
」
(
写
真
)
、
歌
の
お
姉
さ
ん

シ
ョ

I
(劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座
)

11月5日-8日
市民プラザ

洋ラン

書道

冨
d

夏の交通安全運動
7月20日から31固まで
突通jレーjレを守り、楽しい夏休みを過ごしましょう。

O飲酒運転を追股しよう
一杯のお酒が命取りに。運転者の「飲まないJ意志
と周囲の「飲ませないJJ心配りで、飲酒運転の追放を。
O予どもと高齢者の受通事畝防止
道路を横断するときは「とまって!見て!待つリ。

子どもの外出機会が増える夏場には一層の安全運転を。

O自転車の安全利用の推進
自転車乗車中の突通事故が増えています。 二人乗り

や並進、無灯火などの危険な乗車はやめましよう。

固我課子警察署突通謀O7182・0110、市突通整備

課O7185・1369

重信念7182・5438岡田
11月3日
市民会館
11月3日
市民会館
10月30日
市民会館

11月19日
市民会館

民語

舞踊

日舞

飯牟礼一臣含7188・1160

干270・1153緑1-6・43
津川興意千倉7182・3426

電話

個人で2分以内(応募
往復ハガキ

者多数の場合は抽選)

10月30日
湖北地区公民館
11月13日
市民会館
11月3日
湖北地区公民館

洋舞

演劇

詩吟
剣詩舞

圧田広好含7188・3245

干270・1158船戸2・5・26
川上総失念7182・3292

電話

10月23日
市民会館

11月6日
湖北地区公民館

曲

歌謡曲

三曲

語

扇
別
荘
;

L

眠

一

11月5日
市民会館

第8回野外美術展1

部門日程・場所作品規格・条件申込方法 申 込 先

11月2日-4日 1人1点。幅40ω・往復ハガキ干270・1122中里215
市民プラザ 高さ90ω以内 (大きさを明記)椎名洋子宮7188・1565
11月2日-5日鉢物、切り花いずれも 干270・1164つくし野5・12・7

電話、ハガキ
アビスタ可 志賀亨含7184-7386
10月15日・16日 干270・1138下ヶ戸435・11

さっき 化粧鉢で 電話、ハガキ
アビスタ 橘長利ft7149・1343

盆栽 11月12日・13日 電話、ハガキ 干270・1101布佐1900-2
山野草 市民会館 (作品を明記)岩井 一男含7188・0972

11月3日 電話、ハガキ 干270・1152寿1・23・2
開花幌

市民プラザ (当日持参可)中野日出夫含7182-4878
四つ切以上全紙まで。

10月21日-25日なるべくパネル貼り。 干270・1152寿1・11・11
電話、ハガキ

市民プラザ 作品裏に住所、氏名、 小穴信俊含7182・3788
電話番号、題名を明記。
①軸装雅仙紙半切以内

往復ハガキ
②横額装雅仙紙半切2 〒270・1158船戸2・5・43

(規格、題名、
分の1以内 山田清-ft7182・4405

訳文を明記)
作品は自由。必ず表装。
一曲4分以内(個人、電話
回唱、合奏)
一曲5分以内 (2人以 干270・1154白山2・12・4

電話、ハガキ
上の団体) 郡司貴恵含7182・2908
個人は5分以内、団体ファクス、ハ干270・1154白山1・29・2
は10分以内 ガキ 石原崎子側7182・0162
団体・個人で10分以

電話、ハガキ、干270・1141栄9・22
内(プログラムを明記)

ファクス 高橋美代子宮剛7182・1743
要参加費

曲名、連絡先を記入
(応募者多数の場合':iハガキ
抽選)
一般参加の社中は1曲 干270・1144東我孫子2・24・6

ハガキ
10分以内 坂口一二三宮7叩4・9584

題:r露Jr初鴨Jr雑諒J各1旬、 計
3句と住所、氏名を便せん大の用紙干270・1138下ヶ戸285
に記入し、参加費1000円を添えて染奇卓含7182-4441
郵送
未発表1首(題自由)、住所、氏名、
電話番号をハガキ大の用紙に記入し干270・1154白山3-8・14・106
参加費1000円を添えて郵送(提出榊原敦子宮7叩4・9435
後の作品の訂正は不可)

10月15日
市民会館

俳句

短歌

市尽オーナーなとを募集
に挑戦でき

る方)

内容自然

をテーマと

した森の自然を壊さない作品づくり(素

材は自由)

申し込み・固電話、ファクス、 Eメー
ルのいずれかで、一般制作者は9月30

日までに実行委員会事務局宮間7189・

3685Eメールaoe103@hotmail.comヘ

(電話はなるべく土・日曜日に)

。市民オーナー(野外美術展を資金的

に支えてくれる方)

内容一口2000円(オープニング招待、

終了後に作品カタログを贈呈)

。サポートポランティ?(野外美術展

をボランティアで支えてくれる方)

活動期間 10月下旬から 12月4日間

内容広報、会場設営、受け付け、会

場案内、食事スタッフ、作品制作助手、

英語通訳ほか(短期間でも可)

。一般制作者(自然のなかで作品作り

亀山圭子宮7183・0608

内容:油彩、水墨画、
日本画、水彩、グアッ応募用紙(市役所、教育委員会、市民プラザ、
シュ、パステル、アクアビスタ、湖北地区公民館、各行政サービス
リル、鉛筆画、ミックセンター、我孫子駅前行政連絡所に用意)に

画 10月27日-31日スメディア、版画、彫必要事項を明記し、 9月2日必着で干270・
市民プラザ

塑 (未発表のもの) 1166我孫子1684教育委員会文化課ヘ郵送
対象:18歳以上の方または持参
規格:6号から30号園田崎末満含7182・0826
出品料1000円

展示…11月1日-3対象地減:常磐線以北
北部
目、芸能…11月20(我孫子北部地減)

地減 t 電話忽目、つくし野コミュ内容:展示部門、玄能
文化京
ニティーホールほか部門

小俣含7169-6756
武者小路含7184・4394

電話
10月30日日湖北

茶道地区公民館、 11月茶会席主
3日・・アビスタ

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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部
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企?

密

略黒
しはタ
て市イ
L、σ〉ト
ま後 Jレ
す援が。、色
補付
助き
団の
体も
のの
記 q
モ市
す笠。rc;t.
- /.、.4包 A

i貢庁
白書
は理

理委
;正受

三三
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
千
葉
県
北
西
部
地
区
文
化
財

展
示
会
・
発
表
会

日
展
示
会
・・・
7
月
四
日
鯛
ま
で
9
時

加
分

S
時
時
却
分
、
発
表
会
:
・
7
月

四
日
畑
山
時
1
日
時
却
分
、
所
浦

安
市
郷
土
博
物
館

内
「
温
故
知

食
」
j
た
べ
も
の
と
人
々
ー
を
テ
ー

マ
に
、
我
孫
子
市
ほ
か
千
葉
県
北
西

部
地
区
の
考
古
・
民
俗
資
料
を
紹
介

費
無
料
圃
教
育
委
員
会
文
化
課

宮

7
1
8
5
・
1
5
8
3

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
蛾
舎

こ
ど
も
サ
マ
l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
7
月
お
日
回
目
時
1
日
時
所
天

王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
模
擬
庖
、

吹
奏
楽
、
新
体
操
、
ロ
ッ
ク
ソ
I
ラ

ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
(
折
り
紙
)

作
り
、
ア
ニ
メ
ピ
デ
オ
ほ
か
費
無

料
圃
同
協
議
会
宮
7
1
8
2
・
9

9
8
8
 

" 怠

第
4
回
あ
ら
き
の
里
灯
ろ
う
流
し

第 1145号

日
①
7
月
幻
日
制
日
時
却
分

S
②
8

月
7
日
倒
(
雨
天
時
日
日
出
に
延
期
)

四
時
却
分
1

所
⑦
新
木
近
隣
セ
ン

タ
ー
②
あ
ら
き
野
脅
年
館
横
の
用
水

路
(
み
ず
き
手
前
橋
S
下
流
の
次
の

橋
)

内
①
灯
ろ
う
作
り
②
灯
ろ
う

流
し
費
無
料
圃
新
木
近
隣
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
8
・
2
0
1
0

海
上
自
衛
隊
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
・

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
7
月
お
日
出
9
時
1
日
即
時
所
海

上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
(
柏
市
藤

ヶ
谷
1
6
1
4
)

内
①
ス
ポ
ー
ツ

所
・
:
場
所

日
・
:
日
時

大
会
⑦
玩
空
機
・
装
備
品
展
示
、
消

防
車
・
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
I

試
乗
ほ
か
③
航
空
機
の
実
習
装
置
体

験
教
室
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
教
室

ほ
か
(
雨
天
の
場
合
は
一
部
変
更
あ

り
)

対
小
・
中
学
生
費
無
料

圃
同
航
空
基
地
広
報
室
宮

7
1
9

1
・
2
3
2
1
、
内
線
2
2
0
4

日
曜
の
午
後
を
フ
ル
ー
ト
音
楽
で

日
7
月
M
日
冊
目
時
5
日
時
日
分

所
ア
ピ
イ
ホ
l
ル

費

無

料

圃

ア

ピ
イ
ク
オ
I
レ
宮
7
1
8
2
・
1
3

5 
1 穆

一
加
し
て
み
ま
世
ん
か

こ
も
れ
び
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

「
憩
い
の
広
場
」

日
7
月
幻
日
同
①
日
時
却
分
i
u時

②
H
時
却
分
1
日
即
時
所
近
隣
セ
ン

タ
ー
こ
も
れ
ぴ

内
①
我
孫
子
ゆ
か

り
の
人
物
・
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、

講
師
:・
三
谷
和
夫
さ
ん
(
歴
史
研
究

家
)
②
カ
ラ
オ
ケ
大
会

対
①
先
着

1
0
0
人
費
無
料
持
カ
ラ
オ
ケ

大
会
参
加
用
テ
l
プ

申

(
カ
ラ
オ

ケ
大
会
の
み
)

・
圃
電
話
で
同
協
議

会
宮
7
1
6
5
・
2
0
1
1

親
子
で
い
っ
し
ょ
に

ブ
レ
l
メ
ン
の
音
楽
会

日
8
月
1
日
側
U
時
却
分
1
日即時

所
市
民
プ
ラ
ザ
内
ト
ル
コ
行
進
曲
、

ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
、
野
ば
ら
ほ
か

出

児
玉
洋
介
さ
ん
(
テ
ノ
ー
ル
)
、
伊

藤
亜
紀
子
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)

対
先

着
1
0
0
入
費
親
子
〈
子
ど
も
(
小

学
生
以
下
)
2人
ま
で
)
1
5
0
0

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

円
、
子
ど
も
の
み
5
0
0
円

申
・

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
、
お
子
さ
ん
の
年
齢

を
明
記
し
、
一
T
2
7
o
l
l
l
5
1

本
町
3
の
3
の
日
児
玉
洋
介
宮
7
1

8
2
・
1
6
2
3

夏
休
み
木
工
教
室

日
7
月
担
日
側
9
時
i
日
時
却
分

所
あ
ら
き
圏
内
木
製
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
作
り

対
小
学
生
以
上
、
先

着
目
人
費
無
料

申
・
圃
電
話
で

あ
ら
き
園
宮
7
1
8
8
・
4
1
8
8

回
マ
マ
パ
パ
育
児
学
級

日
①
8
月
初
日
出
・
②
幻
自
由
9
時

i
u時
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
①

助
産
師
の
話
、
参
加
者
同
士
の
交
流

ほ
か
②
体
験
実
習
(
抱
っ
こ
、
お
む

つ
交
換
、
妊
婦
体
験
)
、
グ
ル
ー
プ

ワ
I
ク
ほ
か
対
平
日
開
催
の
し
あ

わ
せ
学
級
に
参
加
で
き
な
い
夫
婦
、

初
組
(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

費
無
料

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー

ル
で
住
所
、

2
人
の
氏
名
・
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
出
産
予
定
日
、
初

産
か
経
産
か
を
明
記
し
、

7
月
初
日

必
着
で
一
T
2
7
o
l
l
l
3
2湖
北

台
1
の
ロ
の
時
保
健
セ
ン
タ
ー
E
メ

ー
ル

y
o
Zロ
2
2
0円
@
巳

q-

与
持
0
・

s-E-号
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

3
思
春
期
講
座
5
思
春
期
の
子
ど

E
も
と
親
が
楽
に
な
る
た
め
に

5

日
8
月
4
日
同
・
日
日
同
9
時
却
分

1
日
時
初
分
所
ア
ピ
ス
タ

内
①

思
春
期
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
成
長

i
子
ど
も
の

「性
」
を
考
え
る
i
②

思
春
期
の
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

1
彼
ら
の
気
持
ち
・
考
え

を
知
る
た
め
に

i

講
師
:
・
五
十
嵐

哲
也
さ
ん
(
臨
床
心
理
士
)

対
日

代
の
子
ど
も
の
い
る
保
護
者
、
関
心

の
あ
る
方
、
初
人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)
費
無
料

申
・
圃

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
同
鋭
、

対
・
:
対
象
・
定
員

費
・
・
・
費
用

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
7
月
お

日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
l
l
4
7
若

松
山
却
の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
「
思

春
期
」
講
座
m
7
1
6
5
・
6
0
8

8
E
7
1
8
2
・
0
5
1
1

親
子
能
楽
教
室

日
8
月

i
u月
の
第
1
・
3
土
曜
日

日
時

i
日
時
所
ア
ピ
ス
タ
ほ
か

内
能
楽
の
歴
史
、
謡
・
仕
舞
・
在
一
冨

の
体
験
、
8
月
に
国
立
能
楽
堂
で
能
・

狂
言
の
鑑
賞
と
宝
生
能
楽
堂
の
見
学

対
小
学
生
1
高
校
生
の
親
子
(
子
ど

も
だ
け
の
参
加
可
)
、
先
着
目
人

費
無
料
(
た
だ
し
、
国
立
能
楽
堂
の

入
場
料
2
0
0
0
円
、
中
学
生
以
下

無
料
、
求
通
費
は
自
己
負
担
)
申
・

圃
電
話
で
我
孫
子
市
謡
曲
連
合
会
・

小
林
宮
7
1
8
5
・
2
2
3
0

伝
統
文
化
こ
ど
も
茶
道
教
室

日
8
月
7
日
側
、

9
月
四
日
側
、
日

月
2
日
制
・
日
日
側
、
日
月
初
日
伺

い
ず
れ
も
9
時
却
分
1
日
時
却
分

所
ア
ピ
ス
タ
内
茶
道
の
お
も
し
ろ

さ
や
礼
儀
・
作
法
の
大
切
さ
を
習
得

し
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
流
派

裏
壬
家

対
小
・
中
学
生
(
全
回
参

加
で
き
る
方
)
、
白
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
費
5
0
0
円

(全
5
回
分
)
持
白
い
く
つ
下
主

我
孫
子
市
茶
道
連
盟

申
・
圃
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・

学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月

お
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
7

若
松
1
4
2
の
叩
亀
山
宗
圭
宮
7
1

8
3
・
0
6
0
8

認
知
症
(
痴
ほ
う
)
の
方

の
家
族
の
集
い

日
7
月
お
日
同
日
時
却
分

1
日
時
却

分
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
頃
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
情

報
交
換

対
認
知
症
(
痴
ほ
う
)
の

方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
費
1
1

0
円
(
お
茶
代
)
圃
介
護
支
援
課

宮

7
1
8
5
・
1
1
1
2

持
・
:
持
参

申
・
:
申
し
込
み

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

親
子
体
験
教
室

日
7
月
幻
日
附
・

8
月
3
日
制
・
日

日
制
・
口
日
制
・

M
日
制
叩
時

5
日

時
却
分
所
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
(
富
墨
市
御
料
7
0
9
)

内

①
犬
と
友
達
に
な
る
に
は
霊
人
・
猫

の
病
気
、
ペ
ッ
ト
か
ら
う
つ
る
病
気

③
同
セ
ン
タ
ー
見
学

対
小
学
校
4

1
6
年
生
と
そ
の
保
護
者
(
小
学
生

だ
け
の
参
加
可
)
、
各
目
先
着
5
組

費
無
料

申
・
圃
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー
宮
0
4
7
6
・
mm
・
5
7
1
1

第
3
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
7
月
お
日
出
ロ
時
i
M時
所

柏

市
中
央
公
民
館

内
講
演

「オ
ス
ト

メ
イ
ト
の
腸
閉
塞
と
そ
の
対
応
に
つ

い
て
」
「
あ
な
た
の
ス
キ
ン
ケ
ア
は

大
丈
夫
」
、
補
装
具
展
示
相
談
会

対
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家

族
、
医
療
関
係
従
事
者
費
無
料

圃
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
I
協
会
宮
0
4

7
・
4
5
2
・
6
4
3
3
(側・

ω・

働
)手

賀
沼
探
検
隊

日
8
月
1
日
開
9
時
却
分

i
m
時

(
雨
天
実
施
)
所
水
の
館
集
合

内
手
賞
沼
船
上
見
学
(
沼
の
観
察
)
、

工
作
と
環
境
学
習
、
夕
食
づ
く
り

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

対
小
・
中
学
生
、
初
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
費
5
0
0
円

持
帽
子
、
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
着
替
え

主
我
孫
子
市
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
辺
日
必

着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
3
8
下
ケ
戸

7
3
0
の
2
梅
谷
三
恵
宮
0
8
0
・

5
5
1
5
・
0
2
6
1

開
発
戸
・
都
部

谷
津
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
探
検
会

日
7
月
お
日
出
9
時
5
分

1
日
時

(
小
雨
実
施
)
所
東
我
孫
子
駅
南

口
広
場
集
合

内
「
シ
ダ
で
見
る
開

発
戸
・
都
部
の
自
然
の
深
さ
」
自
然

を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
見
る
目
を
養
お

う

費

無

料

服
装
・
持
長
袖
・
ズ

ボ
ン
、
帽
子
、
運
動
靴
、
水
筒

圃

ふ
れ
あ
い
手
賀
沼
の
会
・
田
宮
古
7

1
8
4
・
6
7
3
4

中
央
学
院
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

子
育
て
応
援
講
演
会

日
7
月
初
日
出
口
時

i
u時
却
分

所
中
央
学
院
大
学
内
「
産
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
、
生
ま
れ
て
く
れ

で
あ
り
が
と
う
」
、
講
師
:・
井
上
美

由
紀
さ
ん
、
井
上
美
智
代
さ
ん

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
8
3
・
6
5
2
9
へ
。

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

.eびこPCカレッジ 受講生募集中!..
市民プラザでは、初心者の方を対象としたパソコン教室を開講しています。
受講者は、入会後6カ月聞は、アシスタン卜付きのパソコン開放時間(インターネットの
接続は不可)を優先的に利用し、受講された講座の内容を擦り返し学習することカマ・きます。

く講座料金表>

-・資源化イメータキャラクターの名前tJ協定".
5月16日号で募集しました資漕化イメージキャラクターの名前が決まりました。ご応
募いただいた37人の方のなかから厳選な選考を行った結果「工コ丸J(こ決定いたしました。
たくさんのご応募ありがとうございました。愛称はポスターや封筒に印刷し、ごみの減量

資酒化推進などの啓発活動に利用していき
ます。 講座名 単元 受講料 対象 舗考

パソコン入門 3単π 3500円 パソコン初めて触れる方 再受講券1四分っき
ワード20ω 5単π 8000円 文字入力できる方 再受講券1四分っき

エクセル2∞3 5単π 8000円 文字入力できる方 再受講券1四分っき
インターネッ卜 4単π 日00円 文字入力できる方

文字入力ができ、ウィン
デジタルカメラの持

デジタルカメラ 3単元 3500円 ドウズの初歩的な操作の
ち込みはできません

できる方

※受講料はテキス卜代、通信代を含みます。 1単元90分になります。

市民プラザ休館日(第2・3木曜日)を除く毎日 10時'"19時現時受け付け中!
固市民プラザ宮7183・2111

固 クリーンセンターリサイクル推進担当
宮7187・0015

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp匂 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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内
部
監
査
員
養
成
講
座

日
①
I
S
0
1
4
o
o
-
-
:
8
月
5

日
働
・

8
日
側
・

9
日

ω②
I
S
0

9
o
o
l
-
-
-
9
月
2
日
働
・

5
日
何

・
6
日

ωい
ず
れ
も
叩
時

i
u時

所
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
各
先
着
却
入
費
1
万
5
0
0
0

円
申
・
圃
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
2
1
・
1
1
8
4

ぼ
し
ゅ
う

.. -.. 、t1 議(7) 2005.7.16 
。， 

資
格
の
種
類
、
応
募
動
機
を
明
記
し
、

7
月
却
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
l
l

9
2
市
役
所
介
護
支
援
課
(
住
所
省

略
可
)
宮

7
1
8
5
・
1
1
1
2

何
年
度
第
2
回
千
葉
県
警
察
官

第
一
次
罰
験
日
9
月
四
日
回
受
付

期
限
8
月
1
日
募
集
人
員
嘗
墾
巨

A
(男
性
)
1
0
5
人
、
警
察
官
B

(
男
性
)
百
人
・
(
女
性
)
日
人

※
申
し
込
み
+
月
法
な
ど
、
詳
し
く
は

我
孫
子
警
察
署
警
務
課
宮
7
1
8
2

.
0
1
1
0
へ。

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
7
月
お
白
川

wm時
却
分
所
水
道

局
4
階
会
議
室
園
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

敬
老
祝
金
を
贈
呈

対
9
月
1
日
現
在
で
市
内
に
引
き
続

き
5
カ
月
以
上
居
住
し
、
次
に
該
当

す
る
方

。

π歳
の
方
(
昭
和
3
年
1
月
1
日

か
ら
昭
和
3
年
ロ
月
出
固
ま
で
に
生

こ

ぐ

れ

小
暮

陸
ぶ
ち
ゃ
ん

(
下
ケ
戸
・

1
歳
4
カ
月
)

イ
タ
ズ
ラ
大
野
き
!
遊
ぶ
の
大

野
き
!
元
気
い
っ
ぱ
い
、
我
ガ
家

の
、
か
わ
い
い
王
子
様
で
す
会

ま
れ
た
方

)
:
i万
円

。
∞
∞
歳
の
方
(
大
正
6
年
1
月
1
日

か
ら
大
正
6
年
ロ
月
白
固
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
:
・
2
万
円

。

ω歳
の
方
(
明
治
ぬ
年
1
月
1
日

か
ら
明
治
幼
年
ロ
月
担
固
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
)
:
・
3
万
円

。
1
0
0
歳
の
方
(
明
治
犯
年
1
月

1
日
か
ら
明
治
犯
年
ロ
月
出
固
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
)
:
・
5
万
円

。
1
0
5
歳
の
方
(
明
治
お
年
1
月

1
日
か
ら
明
治
犯
年
ロ
月
白
固
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
)
:
・
5
万
円

贈
呈
方
法
9
月
中
旬
に
指
定
口
座
へ

振
り
込
み
申
対
象
者
に
必
要
書
類

を
7
月
比
日
に
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

8
月
2
日
必
着
で
ご
返
送
く
だ
さ
い

※
対
象
者
で
書
類
が
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

圃
介
護
支
援
謀
・
内
線
4
1
2

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

対
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
侃
年
4
月
1
固
ま
で
に
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
護
権
を
取
得
し
た
方
②
戦

没
者
等
の
子
③
戦
没
者
等
と
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
④
右
記
③
以
外
の
父

母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
⑤
右

記
①
i
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

支
給
額
額
面

ω万
円
(
凶
年
償
還
の

記
名
国
債
)
請
求
期
間
侶
年
4
月

1
日
1
侃
年
3
月
担
日

※
請
求
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
生

活
支
援
謀
・
内
線
3
7
7
へ。

乳
幼
児
医
療
費

助
成
受
給
券
の
更
新

何
年
8
月
1
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
語
券
が
更
新
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
受
給
券
は
、

7
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
送
付
し
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
受
給
券
は
、
何
年

7
月
白
日
で
期
限
切
れ
と
な
る
た
め

8
月
1
日
以
降
に
保
健
セ
ン
タ
ー
か

市
役
所
総
合
窓
口
、
先
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
行
政
連
絡
所
ま
で
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。
圃
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1
2
6

在
宅
心
身
障
害
児
(
者
)
へ
の

プ
I
ル
施
設
な
ど
の
入
園
料
免
除

在
宅
心
身
障
害
児
(
者
)
の
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
、
次
の
施

設
の
入
園
料
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

日
・
所
。
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天
国
:
・

8
月
白
日
制
ま
で
@
富
津
公
園
ジ
ャ

ン
ボ
プ
l
ル・
:
8
月
旦
日
制
ま
で
O

千
葉
県
子
ど
も
の
国
・

--M∞
年
3
月
白

日
働
ま
で
O
富
津
公
園
屋
内
温
水
プ

ー
ル
(
他
の
専
用
使
用
が
な
い
か
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

8
0
4
3

9
・
U
・
8
8
8
7
)
:
・
侃
年
3
月

白
日
働
ま
で
対
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
付
き
添

い
の
方
1
人
(
駐
車
場
代
を
除
く
)

持
身
体
障
害
章
子
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
茸
子
帳
圃
側

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団
宮
0
4

3
・
2
2
1
・
7
0
0
7

在
宅
心
身
障
害
児
(
者
)
へ
の

宿
泊
料
と
入
館
料
の
減
免

日
侃
年
3
月
旦
日
働
ま
で
所
ユ
ー

ト
ピ
ア
笠
森
本
館
(
宿
泊
施
設
)

対
在
宅
身
心
障
害
児
(
者
)
、
精
神

障
害
者
社
会
復
帰
施
設
入
(
通
)
所

者
、
保
健
所
と
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
社
会
復
帰
活
動
事
業
に
お
け

る
利
用
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
所
持
者
、
千
葉
県
下
の
公
立
盲
・

聾
・
養
護
学
校
利
用
料
金
和
室
:
・

7
7
0
7
円
1
1
万
3
9
5
円
、
特

別
室
:
・
8
0
2
2
円
5
1
万
7
4
1

円
持
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
子
帳

圃
ユ
ー
ト
ピ
ア
笠
森
宮
0
4
7
5
・

必
・

2
3
8
1

※
付
き
添
い
の
方
の
宿
泊
料
金
は
、

通
常
料
金
と
な
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な

運
営
形
態
に
つ
い
て
観
明
会

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
(
市
民
会
館
内
)

は
、
侃
年
4
月
に
我
孫
子
駅
前
に
建

設
中
の
(
仮
称
)
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
等
の
叩
階
に
移
転
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
移
転
後
の
新
た
な
運
営
形

態
に
つ
い
て
、
現
在
の
サ
ポ
ー
ト
セ

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 6月30日現在)

6月の発生件字数数( 45件
今年の発生件 1月-) 309件
前年同期比 -3件
6月の死者数 2人
今年の死者数 5人
前年同期比 +4人
6月の負傷者数 56人
今年の負傷者数 368人
前年同期比 -35人

ン
タ
I
運
営
委
員
会
か
ら
市
民
の
み

な
さ
ん
へ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
7
月
幻
日
制
叩
時
1
ロ

時

所

我

孫
子
市
消
防
本
部
町
市
民
活
動
支

援
謀
・
内
線
4
8
8

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

労
働
力
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策

や
雇
用
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
総
務
省
が
毎
月
末
公
表
し

て
い
る
「
完
全
失
業
率
」
は
、
こ
の

調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
8
月
中
対
根
戸
地
区
・
湖
北
台

7
丁
目
地
区
の
一
部
の
世
帯
(
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
、
お
伺
い
し

ま
す
)
圃
千
葉
県
統
計
課
宮
0
4

3
・
2
2
3
・
2
2
2
0

不
周
回
目
情
報

H
語
り
ま
す
H

O
無
料
で
申
エ
レ
ク
ト
I
ン

:
・
玉
木
宮
7
1
3
3
・
8
7
2

8

申
扇
風
機
:
・
石
橋
E
7
1

8
4
・
2
4
2
3

事
設
計
用

図
面
台
(
電
動
式
)
・
:
潮
宮
7

1
8
3
・
2
1
5
9

"
回
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
有
料
で
さ
子
押
し
式
芝
刈

り
機
:
・
山
西
宮
7
1
4
9
・
3

9
9
8
 

0
無
料
で
事
百
人
一
首
:
・
鈴

木
宮
7
1
8
8
・
4
1
1
2

車
電
子
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
:
・

佐
藤
宮

7
1
8
8
・
3
4
4
9

事
電
子
ピ
ア
ノ
、
ル
ー
ム
ラ
ン

ナ
ー
:
・
渡
部
宮
7
1
8
6
・
5

1
9
9
 

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7

1
8
6
・
5
5
0
0
へ
(
月
曜

日
休
館
)
。

このコーナーに掲震を希望する方は、

広報掲輯依頼書(市役所広報室に用意

または我頚子市のホームページからダ
ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲麓希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。
掲輯する内容はイぺント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。
圃広報室倉7185-1269

公共施設利用の活動は、優先的に場所が

確保されているものではありません。

‘V 

高
齢
者
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
8
月
1
侃
年
2
月
の
主
に

ω・凶即

日
時
却
分
1
日
時
所
保
健
セ
ン
タ

ー
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
へ
の
乗

り
降
り
の
介
助
な
ど
対
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
弁
②
運
動
指
導
の

資
格
を
お
持
ち
の
左
@
元
教
員
で
ス

ポ
ー
ツ
指
導
の
経
験
の
あ
る
方
③
高

齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
興

味
が
あ
る
方
、

5
人
(
応
募
者
名
薮

の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
)
申

・
圃
ハ
ガ
キ
に
「
高
齢
者
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

得

wgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

桜
町
党
略
ち
ゃ
ん

(
つ
く
し
野
・

1
歳
4
カ
月
)

普
段
は
、
っ
く
し
野
保
育
園
で

元
気
巴
遊
ん
で
い
ま
ザ
。
暑
が
少

な
い
?
こ
れ
で
も
増
え
だ
の
よ
!

講
演

・
催
し

V
夏
休
み
小
学
生
ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト

体
験
会

7
月
お
日
同
日
時

i
u時。

我
孫
子
郵
便
局
。
作
っ
た
後
に
も
使

え
る
自
分
専
用
の
ハ
ン
ガ
ー
を
楽
し

く
ペ
イ
ン
ト
。
ロ
人
。

1
0
0
0
円。

安
尾
宮
7
1
6
9
・
7
7
2
8

V
親
子
ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
会

7
月
お
日
樹
、

8
月
mm
日
側
9
時
却

分
S
U時
。
近
セ
こ
も
れ
ぴ
。
布
に

自
由
な
絵
を
ペ
イ
ン
ト
(
ト
l
ト
や

ポ
シ
エ
ツ
ト
ほ
か
)
。
各
却
人
(
予
約

制
1
1
5
0
0
円
(
材
料
費
込
み
)
。

滝
本
g
m
7
1
8
3
・
5
6
4
2

V
我
孫
子
聾
語
学
校
バ
ザ
1

7
月

お
日
出
口
時

i
u時
。
我
孫
子
養
護

学
校
。
模
擬
庖
(
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
駄
菓
子
ほ
か
)
、

ゲ
I
ム
、
人
形
劇
「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

は
ら
べ
こ
く
ん
」
ほ
か
。
同
校
宮
7

1
8
7
・
0
8
3
1

V
夏
休
み
な
ぎ
な
た
体
験
教
室

月
M
A
日
側
9
時
却
分
1
日
時
。
市
民

体
育
館
武
道
場
。
小
学
生
以
上
。

3

0
0
円
。
飲
み
物
持
参
。
我
孫
子
市

な
ぎ
な
た
逮
盟
・
新
妻
宮
7
1
8

5
・
0
2
2
6
(四
時

i
a時
)

V
ア
リ
さ
ん
N
E
T
相
設
会

7
月

お
日
回
目
時

s
m時
。
野
田
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
。
弁
護
士
や
税
理

士
な
ど
に
よ
る
相
続
、
法
人
事
業
承

継
の
相
談
な
ど
。

5
組
。
無
料
。

7

月
初
固
ま
で
に
同
臨
時
事
務
局
宮
0

4
7
・
3
6
6
・
8
8
0
3

V
恒
例
東
我
孫
子
盆
踊
り
大
会

月
初
日
出
・
白
日
側
(
雨
天
中
止
)

四
時

5
2時
(
模
擬
庖
は
四
時
S
)
。

東
我
孫
子
駅
南
口
前
広
場
。
東
我
孫

子
区
行
事
担
率
一
・
高
橋
宮
7
1
3
9

.
1
5
7
2
 

V
第
3
回
「
N
P
O
法
人
元
気
塾
」

お
鵬
し
会

7
月
却
日
働
日
時
却
分

1
0
ア
ピ
ス
タ
。
ピ
パ
!
落
語
・
笑

っ
て
き
て
健
康
ラ
イ
ブ
。
饗
・

石
川
さ
ん
。

2
0
0
円
。
山
下
宮
7

1
8
4
・
3
8
6
9

V
ヘ
ア
カ
ッ
ト
勉
強
会

8
月
毎
週

附
9
時
S
U時
。
市
民
会
館
。
子
ど

も
や
介
護
が
必
要
な
家
族
の
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
と
一
緒
に
カ
ッ
ト
の
仕
方

を
勉
強
し
ま
す
。
-
回
3
5
0
0
円

(
材
料
費
込
み
)
。
長
友
E
0
9
0

・
2
4
0
3
・
0
8
8
3

7 

会
員

・
仲
間
募
集

V
団
一
勝
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

7

月
げ
日
制
・

M
日
制
・
白
日
冊
。
柴

崎
自
治
会
館
。
災
害
地
の
仮
設
住
宅

に
お
住
ま
い
の
方
へ
の
暑
中
見
舞
い

の
団
扇
作
り
。
無
料
。
古
い
団
扇
、

絵
柄
包
装
紙
、
は
さ
み
持
参
。
手
づ

く
り
の
会
宮
7
1
8
5
・
3
1
0
0

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
2
・

4
岡
山
時

S
U時
。
湖
北
台
近
セ
、

市
民
プ
ラ
ザ
。
楽
し
く
日
常
会
話
を

学
ぶ
。
主
に
フ
リ
I
ト
I
ク
。
講
師

・
米
国
人
。
入
2
0
0
0
円
。
月
2

5
0
0
円
。
高
畑
宮
7
1
8
7
・
1

9
1
4
 

7 

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。
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材料選びから自分たちで
チャレンジウオーク研修会で力し一作り

スポーツ活動への
買献と活躍をたたえて

7月3日出我課子第三小学校で、
AB 1 KOチャレンジ・ウオーク
2005の第1回参加者研修会が行
われました。
AB 11くOチャレンジ・ウオー

クは、 28人の子どもたちが4つ
のグループに分かれ、 8月23日
から28日まで、キャンプをしな
がら筑波から我課子まて歩く体験
活動です。

コースや宿泊場所、食事なとす

べて子どもたちが話し合いで決定
します。

この日の研修では、 自分たちで
力レーづくりに必要な道具を選ぴ、
食材や分量を決めて謂理を開始。

4つのグループl志野菜を切る人、
米を研ぐ人な芯初めて会ったと
は思えない連携作業で謂理を行い、

全グループがおいしくできあがっ
たカレーライスを食べていました。

こ
ど
も
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
が
大
人
気

げ
ん
き
フ
ェ
ス
タ
巳
1
3
0
0
人

4
司
ガ
ス
ボ
ン
べ
っ
て
ど
う
使
う
の
?
一
‘

野
菜
を
切
る
の
は
任
せ
て

1団体と5人に
スポーツ功労表彰

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
と
発
展
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
・
発
展
に
貢
献
し
た
り
、
全

国
大
会
で
優
勝
な
ど
の
成
績
を
収

め
た
り
し
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
次
の
1
団
体
と
5

名
の
方
々
が
選
ば
れ
、

6
月
却
日

第1145号

白血肉皇 d T， 

岡田 畑曹|

に
今
関
教
育
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
(
写
真
)
。

中
村
竹
司
さ
ん

(
写
真
右
2
人
目
)

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
普
及
と
育
成
、
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献
。

深
山
知
美
さ
ん

(
写
真
右
3
人
目
)

第
1
回
ア
ジ
ア
障
害
者
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
で
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
と
も
優
勝
。

堀
口
健
一
さ
ん
(
写
真
左
3
人
目
)

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

陸
上
競
技
の
部

「
砲
丸
投
げ
」

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
の
両
種

目
で
優
勝
。

額
賀
辰
徳
さ
ん

(
写
真
中
央
)

文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪
第
お
回

日
本
学
生
ゴ
ル
フ
王
座
決
定
戦
マ

ッ
チ
プ
レ
l
で
優
勝
。

小
林
由
紀
夫
さ
ん

(
写
真
左
端
)

千
葉
県
軟
式
野
球
成
年
男
子
成

年
の
部
の
選
抜
チ
l
ム
の
一
員
と

し
て
、
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

軟
式
野
球
競
技
成
年
の
部
で
優
勝
。

N
E
C
ラ
グ
ビ
ー
部
寧
真
左
2

人
目
)
第
位
回
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
優
勝
。

園

教
育
委
員
会
体
育
課
E
7
1

8
7
・
7
5
5
5

6月26日間、湖北地区公民館と湖北小学校を会場に 「げんきフエスタ
2005Jカ潤催されました。
このフエスタは、子どもたちが、 「見て、きいて、やってみて、 1日中

楽しめるJ子どもが主役のおまつりで、今年で10年目。子どもたちを応援
するたくさんの団体や地域の皆さん力唾備をすすめてきました。

当日は約1300入力訪れ子ども実行委員会による 「おばけ屋敷迷路Jを
はじめ、体験コーナーや模擬庖なとを次々 とまわり楽しんでいました。

また、いくつもの仕事の中から一つを遷ぴ実際に働く 「こどもハローワ

ークJのコーナーでは、子どもたち力演剣に仕事選ぴを行っていました。

7月9日から毎週土曜日、新木小学校の図書室を利用でき

るようになりました。

これは、学校が休みの日も子どもたちに気軽に読書に親し

んでもらおうと、午前9時から午後4時まで開放するもので
す。図書室を利用できるのは、市内在住の小・中学生で、保

護者も同伴で入室できます。

開放日初日の9日は、子どもたちが保護者と一緒に図書室
を訪れ、本を読んだり調べ学習をしたりしていました。

土
曜
日
に
新
木
小
学
校
図
費
量
を
開
放

本
を
た
く
さ
ん
読
も
う

傍旬

竹内旦 選

幼孫向立夏大国そ母
手嫁日Zつ胡主のらと
のに葵百ぱ瓜i午豆子
両E送やき疎1後をの
手ぞる丹ーじん残剥む水
に浴申絹枝らりく玉
溢ま衣主主にれ児晩模
るーのし通てつ酌様
ゆ柄子ふこつの梅つZ選の風ろむ刻3雨ゆ
ぶ背白げねおの
梅 丈しおむも街
越 りのふ
す花

文芸だより

渋
谷
名
在
子

川
上
進
也

岡
本
邦
夫

壁
谷
千
鶴
子

脅
山
陽
子

音
田
冬
径

中

台

贋

渡
辺
正
夫

ナーです。締め切りは、毎月初日(必目
着)。ハガキで1人1作に限ります。 目
応募先 〒 wïl・~市役所広報室目
(住所省略可)ヘ 目
なお、 f青少年(18歳以下)の部111
の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目

若
木
な
る
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
は
生
き
生
き
と
芳
一
議
引
も
雲
間
を
制
ふ
須
田
博

一評
}

手
賀
沼
の
ポ
プ
ラ
の
後
に
想
え
ら
れ
た
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
か
。
次
代
を
担
い
つ
つ
あ
る
。

蹴
織
の
震
災
ア
ル
バ
ム
聞
き
た
れ
ば
知
人
の
家
に
一
階
は
な
し
渡
辺
正
夫

{草
地
球
規
模
で
転
変
地
異
が
相
次
ぐ
昨
今
。
伝
わ
り
来
る
故
郷
の
鰐
慨
に
息
を
や
ん
だ
。

め
ん
ほ
〈
や
〈
じ
よ

「も
っ
た
い
な
い
」
の
言
葉
突
然
は
や
り
だ
し
大
正
生
れ
の
面
白
躍
知

沼
の
主
久
保
田
君
逝
く
吾
よ
り
も
こ
ま
は
り
下
の
自
の
年
な
る
に

選
恥
九
一
問
の
墓
洗
ひ
ゐ
て
お
も
へ
ら
く
父
母
に
続
か
む
わ
れ
動
向
の

序

京
都
よ
り
嫁
を
迎
ふ
る
友
の
家
さ
っ
き
咲
か
せ
て
ぶ
説
鵬
は
し

叡

司
音
た
て
て
落
ち
し
が
な
ほ
も
上
を
む
き
赤
き
椿
は
草
の
と
に
咲
く

鰭

糊

土
手
に
守
ふ
罫
新
桜
の
濃
緑
の
葉
々
は
タ
ベ
に
黒
く
そ
よ
げ
り

6
月
の
半
ば
に
、
塁
間
の
滝
前

不
動
尊
を
訪
れ
る
と
、
近
く
の
空
き

地
や
土
手
で
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
が
茂
っ

て
い
ま
し
た
。
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
は
シ
ダ

植
物
の
ス
ギ
ナ
の
仲
間
で
す
が
、
ス

ギ
ナ
よ
り
も
大
型
で
、
食
用
に
な
ら

な
い
な
ど
、
役
に
立
た
な
い
こ
と
か

ら
イ
ヌ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ギ
ナ
も
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
も
、
地
下

: 
------
L
・、

-
E司。
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A隠予の胆出を終え定イヌスギナの穣

イE3~苧ず
(とくさ科)

三渡脅川嘉長
谷辺木上戸商

和詔正進健光
夫子子也市子

獣
を
伸
ば
し
、
地
下
茎
の
先
端
や
鮒

か
ら
地
上
茎
一を
出
し
て
繁
殖
し
ま
す
。

ま
た
、
繁
殖
は
地
下
茎
の
ほ
か
、
胞

子
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
ま
す
。

、
た
だ
き

胞
子
は
、
地
上
茎
の
頂
に
で
き
る

明
4
留
で
作
ら
れ
ま
す
。

ツ
ク
シ
は
ス
ギ
ナ
の
胞
子
嚢
が
つ

い
た
茎
で
、
枝
が
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ヌ
ス
ギ
ナ
は
、
胞
子
嚢
の
あ
る

茎
に
も
枝
が
あ
る
の
で
、
ス
ギ
ナ
の

頂
に
ツ
ク
シ
を
載
せ
た
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ス
ギ
ナ
の
仲
間
の
茎
や
枝

に
は
、
縦
に
走
る
筋
が
あ
り
、
節
に

身

C
や

は
鞘
が
あ
り
ま
す
。
鞘
は
葉
が
退
化

縮
小
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
下

茎
の
節
か
ら
出
て
い
る
瞬
時
の
も
の

は
根
で
、
地
中
の
水
分
や
養
分
を
吸

収
し
て
い
ま
す
。

(
文
・
写
真

佐
久
間
俊
行
)

日100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大豆インクを使用しています。


